
平
成
六
年
十
二
月
二
十
日
受
領 

答

弁

第

一

号 

      

衆
議
院
議
員
小
森

邦
君
提
出
同
和
問
題
の
完
全
解
決
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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内
閣
総
理
大
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村 

山 

富 

市 

 

一 

 



 

一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
二
号
。
以
下

「
地
対
財
特
法
」
と
い
う
。
）
の
有
効
期
限
後
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
対
協
に
設
置
さ
れ
た
総
括
部
会
に
お
い

て
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
同
和
問
題
は
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、

昭
和
四
十
四
年
の
旧
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
号
）
以
来
、
三
度
に
わ
た
っ
て
制
定
さ
れ

た
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
二
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
関
係
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
結
果
、
平
成
三
年
十
二
月
の
地
域
改
善
対
策
協
議
会
（
以
下
「
地
対
協
」
と
い
う
。
）
の
意
見
具
申
に
お
い
て
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
同
和
地
区
の
生
活
環
境
等
の
劣
悪
な
実
態
は
大
き
く
改
善
を
み
、
同
和
地
区
と
一
般
地
域
と
の
格

差
は
、
全
般
的
に
は
相
当
程
度
是
正
さ
れ
て
い
る
一
方
、
心
理
的
差
別
の
解
消
は
、
改
善
の
方
向
に
あ
る
も
の
の
、
結
婚
や

就
職
等
に
関
連
し
た
差
別
事
象
が
依
然
と
し
て
み
ら
れ
、
十
分
な
状
況
と
は
言
い
難
い
と
考
え
て
い
る
。 

衆
議
院
議
員
小
森
龍
邦
君
提
出
同
和
問
題
の
完
全
解
決
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

地
対
協
総
括
部
会
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
度
末
ご
ろ
ま
で
に
取
り
ま
と
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
五
年
度
に
実
施
し
た
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
六
年
九
月
末
に
生
活
実
態
調
査
及
び
意
識
調

査
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
六
年
度
末
を
目
途
に
調
査
全
体
に
つ
い
て
最
終
報
告

を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。 

同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
十
二
月
の
地
対
協
の
意
見
具
申
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
改
善
対
策
の
効
果
を
測
定
し
、
同
和
地
区
の
実
態
や
国
民
の
意
識
等
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
対
財
特
法
に
基
づ
く
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
が
実
施
さ
れ
る
地
域
（
以
下
「
対
象
地
域
」

と
い
う
。
）
に
係
る
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
対
財
特
法
に
お
い
て
は
新
た
な
対
象
地
域
の
追
加
は
行
わ
れ

な
い
こ
と
等
か
ら
、
今
後
と
も
、
対
象
地
域
以
外
の
地
域
に
係
る
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
。 

平
成
三
年
十
二
月
の
地
対
協
の
意
見
具
申
に
お
い
て
は
、
「
今
日
、
物
的
事
業
が
相
当
進
捗
し
、
こ
れ
か
ら
は
就
労
対 

四 

 



 

七
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
年
八
月
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、
経
済
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
地
域

の
中
小
企
業
を
始
め
、
中
小
企
業
は
我
が
国
経
済
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
そ
の
自
立
的
発
展
を
図
る
こ
と
は
、
我
が
国

経
済
の
安
定
的
発
展
を
図
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

策
、
産
業
の
振
興
、
教
育
、
啓
発
等
非
物
的
な
事
業
に
重
点
を
お
い
た
施
策
の
積
極
的
な
推
進
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同
月
策
定
し
た
「
今
後
の
地
域
改
善
対
策

に
関
す
る
大
綱
」
に
お
い
て
、
「
今
後
、
就
労
対
策
、
産
業
の
振
興
、
教
育
、
啓
発
等
非
物
的
な
事
業
に
重
点
を
お
い
て
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
六
年
十
月
の
参
議
院

本
会
議
に
お
い
て
、
村
山
内
閣
総
理
大
臣
は
、
「
啓
発
等
の
各
般
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
同
和
問
題
の

早
期
解
決
に
努
力
し
た
い
。
地
対
財
特
法
の
有
効
期
限
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
対
協
総
括
部
会
に
お
い
て
現
在
精
力

的
に
審
議
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
の
趣
旨
の
答
弁
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
与
党
各
党
間
に
お
け
る
話

合
い
も
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
議
論
の
動
向
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
認
識
に
立
っ
て
、
政
府
と
し
て
は
、
対
象
地
域
産
業
を
含
め
た
中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
、
種
々 

五 

 



 

 

六 

の
施
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
山
内
閣
に
お
い
て
も
、
経
営
の
改
善
・
発
達
、
中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
等
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
企
業
と
対
象
地
域
産
業
を
含
め
た
中
小
企
業
の
格
差
の
是
正
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


